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南アルプスIC新産業拠点整備室 IC周辺整備担当
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本委員会における検討のポイント

１．本市を取り巻く現状と課題

２．これまでの対策による効果と想定される問題点

３．持続的なまちづくりに向けた新たな土地利用の考え方

本委員会における検討フロー

１．ワークショップにおけるアイデア出し

２．本委員会における主な検討内容
未来ビジョン・土地利用コンセプト・参入企業との連携による新たな
取組みイメージ・効果(アウトカム)など



本市・本地区を
取り巻く状況
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出典：
「南アルプスIC周辺土地利用調査研究報告書」



しごと 暮らし環境

大規模な土地利用の制限（農振等）

企業立地の制限

新たな産業創出の機会損失

【問題点】
地域産業活性化の制約
新たな雇用機会が制限

1．本市を取り巻く現状と課題（仮説）

【課題】
若者が求める仕事の創出

農家の高齢化
若者の新規就農者数の低迷（※1）

販売農家の減少（※2）

農地の低未利用地の増加（※3）

【問題点】
地域環境への悪影響

（耕作放棄地、一部宅地化など）

税収の減少

財政力指数の低下（※5）

【問題点】
住民サービスの限界

住民の満足度への影響（※6）

人口減少
超高齢社会（※4）

【課題】
良好な地域環境の創出

【課題】
住民にとっての豊かさの醸成

• 環境：農家の高齢化による販売農家の減少と低い土地利用により、耕作放棄地の増加や一部宅地化が進行
• しごと：農業振興地域の指定により新たな企業立地が制限され、土地の低未利用地化の進行や新たな雇用創出が制限
• 暮らし：人口減少や超高齢社会に伴う税収の減少により行政サービスが限界を迎えることで、住民の満足度が低下
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農家の高齢化（※1）
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販売農家の減少（※2）
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本市における農家数及び耕地面積の推移



農地の低未利用地の増加（※3）
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評 価 A（営農） B（管理） C（放棄）

筆数（筆） 334 415 46

割 合 42.0% 52.2% 5.8%

面積（㎡） 226,447 205,940 23,677

割 合 49.6% 45.2% 5.2%

本地区における営農状況一覧

営農：生産活動が行われている農地
管理：生産活動は行われていないが草刈りなどの管理は行われている農地
放棄：生産活動も管理も行われていない農地

出典：南アルプスIC周辺可能性調査報告書



人口減少・超高齢社会（※4）
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南アルプス市

南アルプス市

市の財政力指数及び自主財源比率は、県内類似団体と比較して低い
財政力指数：地方公共団体の財政力を示す指数で、基準財政収入額を基準財政需要額で除して得た数値の過去3年間の平均値
自主財源比率：歳入決算額に対する自主財源の比率

出典：e-Stat（都道府県・市区町村のすがた（社会・人口統計体系））

行財政の状況（※5）
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市民の満足度（※6）
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市民の生活に関する満足度（抜粋）

行政サービス全般の低下

住みやすさ満足度・高

出典：南アルプス市資料



しごと 暮らし環境

従来型の工業団地等の整備による
土地利用の促進（農振除外など）

工業団地整備による企業の参入

新たな雇用の創出

【問題】
地域経済への波及効果は限定的

参入企業の新たな価値創造は限定的

2．これまでの対策による効果と想定される問題点

【課題】
参入企業との相乗効果による

地域経済の活性化

農家の高齢化

販売農家の減少

従来型の工業団地等の整備による
土地の高度利用

【問題】
大規模建物の整備や交通量の増加などに

よる景観や地域環境の悪化
農業の衰退による景観の悪化

住民ニーズの増加・多様化

行政サービスの充実による対応

【問題】
行政サービスによる
住民満足度向上の限界

子育て世帯など移住者の増加（※7）

【課題】
良好な地域環境の創出

【課題】
公民連携による住民ニーズへの対応

• 土地利用に伴う新たな雇用を呼び水として移住者が増加するとともに、行政サービスの提供ニーズも増加
• 増加する住民ニーズに対して税収の増加により行政サービスの充実を図るが、住民満足度向上の限界
• 参入企業により新たな雇用は創出するものの、地域経済への波及効果や参入企業の価値創造は限定的
• 土地利用が、農業の人材不足や地域環境の悪化などの新たな問題につながる懸念

雇用を呼び水として、

11

税収増加

土地利用が地域課題解決の一部に寄与するものの、新たな問題を生じる可能性あり

宅地開発を呼び水として、



子育て世帯など移住者の増加（※7）
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本市における年齢別転入・転出者数（2021，2022年）
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しごと 暮らし環境

地域のさらなる魅力向上を
目指した土地利用の促進

（農振除外など）

新たな価値創造を目指した企業の参入
地域資源を活かした新たな事業創発

参入企業の新たな価値の創造
地元事業者との連携による

新たな価値の創造

3．持続的なまちづくりに向けた新たな土地利用の考え方

参入企業との相乗効果による
地域経済の活性化

新規就農者の増加
既存農家の生産性の向上

販売農家の増加

土地の高度利用による
農業振興への波及効果

住民ニーズの増加・多様化

生活関連サービスの充実
（行政＋民間）

多様な住民満足度の向上

若者の定住
子育て世帯など移住者の増加

地域社会や経済活動と調和した
豊かな地域環境の実現

公民連携による住民の豊かさの実現

ＩＣ周辺において実現可能な土地利用の検討

新たな土地利用を通じて様々な地域の課題解決につなげ、地域のさらなる魅力の向上を図る。

地域の魅力を呼び水として、
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本委員会における検討のポイント
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経済的価値の向上

• 参入企業の成長→税収の増加

• 新たな雇用創出→個人所得の増加

• 雇用創出による移住者の増加→地域経済の活性化、税収の増加 など

地域課題の解決と地域のさらなる魅力の向上

• 地域社会や経済活動と調和した豊かな地域環境の実現

• 参入企業との相乗効果による地域経済の活性化

• 公民連携による住民の豊かさの実現

結果として、経済的価値の創造を実現！

持続可能な地域社会の実現！



本委員会における検討フロー

市民ワークショップ１
未来ビジョン

市民ワークショップ２
期待される参入企業との連携検討

対象

南アルプス市総合計画、都市計画マスター
プランなどによる検討（次年度以降）

土地利用の基本方針（コンセプト）の検討

テーマ設定
参入企業との連携による
新たな取組み（例）
効果（アウトカム）
など

土地利用計画の検討

提言・反映

情報提供
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【企業の先進的な取組み事例】

情報提供

本地区で実現したい未来の姿を参入企業にアピール

【国・県などによる新たな動き】

デジタル田園都市国家構想
【基本方針】

地方に仕事をつくる
人の流れをつくる

魅力的な地域をつくる
など

スマートシティ
【基本理念】

ビジョン・課題フォーカス
分野間・都市間連携の重視

など
やまなし水素エネルギー社会実現

ロードマップ
【基本理念】

本県の特性を活かした水素
エネルギー社会の実現

未来ビジョン（将来像）の作成

クロスSWOT
分析
イメージ図
など

2．本委員会における主な検討

検討対象外1．ワークショップによるアイデア出し

反映

課題の
洗い出し・振り分け



土地利用の基本方針（コンセプト）の検討
―テーマのアウトプット例 ―

16

新規就農者の

増加

既存農家の生

産性向上

販売農家の増加

地域資源を活か

した良好な地域

環境の創出

土地の高度利用

による農業振興

【農業の衰退】
農家の高齢化

若者の新規就農者数の低迷
販売農家の減少

など

今直面している
地域の課題（テーマ）

参入企業との連携に
よる新たな取組み

本地区で実現したい
未来ビジョン（アウトカム）

先端技術を用いた生産性の向上
（農業×データ活用）

データ連携によるフードチェーンの最適化
（農業×流通）

農業の
持続可能な

発展

取
組
み
例
②

取
組
み
例
①
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報告書イメージ（グランドデザイン）

理念
ミッション

目指すべき姿
ビジョン

方向性
コンセプト

計画
プラン

土地利用計画
（導入施設のイメージ、
事業手法、実施体制、
スケジュールなど）

未来ビジョン
（将来像）

土地利用の基本方針
（コンセプト）
（テーマ設定、
参入企業との連携による
新たな取組みのイメージなど）
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